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 谷川寛樹（名古屋大学大学院 環境学研究科） 

 

３．研究実施期間： 

平成 26～28年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

 人間社会が枯渇性資源を使う限り、その資源価値を最大限に引き出す“もの使い”を社

会に根付かせることが重要である。 

 本研究は、社会が活用する“動”と“静”の資源のうち、 

  “動”を評価するマテリアルフロー分析に加えて、 

  “動”を支える“静”に焦点を当てたマテリアルストック分析 

を行い社会に滞留する資源の価値について定量化および指標体系の構築を行う。 

 社会に蓄積されたストックは“静”の状態として資源価値を発揮し、同時に“動”であ

るフローを発生・効率化させ、“動”と“静”は表裏一体のシステムとして、資源を利用

する社会を豊かにする。本研究では、その豊かさを生み出すマテリアルストックについて、

経年的かつ地理的に定量化を行い、使用価値や資源化価値、低炭素性などに基づき整理す

る。さらに、今後の社会経済動向や地理的条件も加味しつつ、資源価値の高いストックを

生み出す戦略を検討するためのツールの開発を行うとともに、ストックの利用価値等に関

する指標について検討を進める。 

 

５．研究項目及び実施体制 

 （１）社会資本・建築物のマテリアルストック分析・GISモデリング 

（名古屋大学） 

 （２）資源の社会蓄積量の推計と価値の評価 

（東京大学） 

 （３）ストック指標体系の構築 

（立命館大学） 

 （４）国際ストック・フローデータベース拡充 

（独立行政法人 国立環境研究所） 
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the list of major international 
environmental concerns. One result is that 
‘sustainability’ has become an overarching 
social and economic imperative among 
governments, international organizations, 
and businesses. Leaders in these sectors 
now understand that making progress 
towards a more sustainable economy 
requires an absolute reduction in resource 
use at a global level, while human well-
being demands that economic activities 
should expand and environmental impacts 
diminish.

The dilemma of expanding economic 
activities while reducing the rate of 

resource use and reducing the 
environmental impact of any such use 
poses a serious challenge to society.

In this paper, the International Resource 
Panel has sought to apply the concept of 
‘decoupling’ to this challenge. While the 
term has been applied to everything from 
electronics to physical cosmology to linear 
algebra, in the sense used here decoupling 
means using less resources per unit of 
economic output and reducing the 
environmental impact of any resources that 
are used or economic activities that are 
undertaken. Figure 2 captures the essence 
of the two key aspects of decoupling as 

Figure 2. Two aspects of ‘decoupling’
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資源利用のペースを抑えて環境への影響を緩和しつ

つ、経済活動を拡大するというジレンマは、社会に

重大な課題を突きつけている。

この文書で、国際資源パネルはこの課題に「 デカッ

プリング」 の概念を適用することを目指している。

この言葉はエレクトロニクスから物理的宇宙論、線

形代数に至るあらゆる分野で使われているが、ここ

で用いるデカップリングとは、経済産出量1 単位当

たりの資源利用量を減らし、利用される資源や実施

される経済活動が環境に及ぼす影響を抑えることを

意味する。図2 は、持続可能な開発に適用されるデ

カップリングの2 つの重要な側面、すなわち資源デ

カップリングと影響デカップリングの本質をとらえ

ている。

図2 . 「 デカップリング」の2つの側面
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Source: “Decoupling” report by UNEP International Resource Panel  
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